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包括的腫瘍学分野 
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社会活動 
氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

上園保仁・教授 理事、学術評議員、編集委員会委員、企画教育

委員会委員 
日本薬理学会 

上園保仁・教授 評議員 日本自律神経学会 

上園保仁・教授 世話人 鎮痛薬・オピオイドペプチド研究会 

上園保仁・教授 評議員、先端研究推進基盤構築タスクフォース

委員 
日本神経精神薬理学会 

上園保仁・教授 評議員、漢方部会副部長 日本がんサポーティブケア学会 
 

競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む） 
氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

上園保仁・教授 日本学術振興会 代表 基盤研究(C) 
オピオイドμ/δ二量体化受容体特異的な新規

鎮痛薬の開発並びに臨床応用への基盤構築 

上園保仁・教授 日本学術振興会 分担 基盤研究(C) 
麻酔薬・鎮痛薬の作用機序における Gs、Gi
蛋白共役型受容体の果たす役割の解析 

上園保仁・教授 日本学術振興会 分担 基盤研究(C) 
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がんの進行が中枢性体液調節機構に与える

影響とその機序解明 

上園保仁・教授 日本学術振興会 分担 基盤研究(C) 
アストロサイトにおける G 蛋白共役型「抗

うつ薬受容体」の薬理・臨床応用に関する研

究 

上園保仁・教授 日本学術振興会 分担 基盤研究(C) 
可視化リアルタイム解析によるオピオイド

製剤耐性形成機構解明と新規鎮痛法の開発 

上園保仁・教授 日本学術振興会 分担 基盤研究(C) 
副作用なくがんの痛みを抑制する新規

TREK1 活性化薬の開発とその機能解析 

上園保仁・教授 日本学術振興会 分担 基盤研究(C) 
唾液メタボローム解析によるがん口腔合併

症のリスク因子解明、及び新たな治療法の確

立 

上園保仁・教授 日本学術振興会 分担 基盤研究(A) 
バイオインフォマティクスを用いた Nav1.7
阻害剤の創薬による新たな鎮痛戦略 

上園保仁・教授 日本学術振興会 分担 基盤研究(B) 
味覚障害の病因解明と治療戦略の構築 -日
本―タイ二国間比較研究- 

上園保仁・教授 日本医療研究開発機構（AMED） 代表 「統合医療」に係る医療の質向上・科学的根

拠収集研究事業 
漢方薬および生薬有効成分、ならびに食物含

有有効成分の安全性・有効性を科学的、客観

的に評価する手法の開発 

上園保仁・教授 日本医療研究開発機構（AMED） 代表 創薬支援ネットワーク 
味覚・食感を損ねない長時間作用型口内炎疼

痛緩和薬の開発 

上園保仁・教授 日本医療研究開発機構（AMED） 分担 「統合医療」に係る医療の質向上・科学的根

拠収集研究事業 
アロマ芳香浴の有効性・作用機序・安全性の

検討‐ストレス関連疾患の治療・予防からの

アプローチ‐ 

上園保仁・教授 日本医療研究開発機構（AMED） 分担 次世代がん医療創生研究事業 
血小板活性化因子(PAF)シグナル遮断による

神経因性がん疼痛克服：新規カテゴリー鎮痛

薬開発提案 

上園保仁・教授 国立がん研究センター 代表 国立がん研究センター運営費交付金研究開

発費 
オピオイド耐性および副作用の少ない新規

オピオイド鎮痛薬の開発：オピオイド μ/δ 二

量体特異的アゴニスト新規合成法および新

規スクリーニング法を用いて 

上園保仁・教授 株式会社ツムラ ツムラ漢方研究所 がん治療における漢方薬の有用性に関する

研究 

上園保仁・教授 株式会社ツムラ ツムラ漢方研究所 加味帰脾湯のオキシトシン受容体に対する

作用に関する研究 

上園保仁・教授 株式会社ツムラ ツムラ漢方研究所 加味帰脾湯のオキシトシン受容体活性化機
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構に関する研究 

上園保仁・教授 クラシエ製薬株式会社 人参養栄湯のフレイルに対する作用機序の

解明に関する共同研究 

上園保仁・教授 株式会社バイオミメティクスシンパシーズ 間葉系幹細胞を利用したがん性疼痛の緩和

療法の研究 

上園保仁・教授 株式会社山田養蜂場本社 蜂蜜鎮咳活性の作用機序に関する研究 

上園保仁・教授 Advanced Brain Research International, Inc. 種々の漢方薬からの健康寿命の延伸をきた

す有効成分の同定及びその効果の評価、なら

びに同成分を用いた新規サプリメント・食品

の開発 

上園保仁・教授 第一三共株式会社 がん疼痛治療薬 hydromorphone のオピオイ

ド受容体応答機構に関する研究 

上園保仁・教授 第一三共株式会社 新規オピオイドに関する研究 

上園保仁・教授 東レ株式会社 がん悪液質モデル動物に対する新規がん悪

液質治療カラムの有効性検討 

 

特 許 
氏名・職 特 許 権 名 称 出願年月日 取得年月日 番号 

上園保仁・教授 がん性疼痛を処置するための組成物および

その利用 
2011 年 

12 月 9 日 
2016 年 

6 月 24 日 
特願 2012-547918 

上園保仁・教授 抗がん剤の作用を増強する医薬組成物、がん

治療用キット、診断薬、及びスクリーニング

方法 

2012 年 
2 月 14 日 

2015 年 
6 月 11 日 

特願 2012-029907 

 

その他 
非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関 係 機 関 名 

上園保仁・教授 客員教授（がん病態生理学） 東京理科大学研究推進機構総合研究院（トランス

レーショナルリサーチセンター） 

上園保仁・教授 客員教授（薬理学） 九州保健福祉大学薬学部 

上園保仁・教授 非常勤講師（医歯学倫理学、生命医療倫理学） 鹿児島大学大学院医歯学総合研究科 

上園保仁・教授 非常勤講師（薬理学） 産業医科大学医学部 

上園保仁・教授 非常勤講師（薬理学） 千葉大学医学部 
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